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１．	幼稚園の教育目標および本年度の重点目標 
集団生活の初めての場として、幼児の健やかな心身及び社会的な成長を促すことを目標としています。そのためには幼児期の特徴を踏まえ、感覚を豊かにして、感覚を通して、周囲の人

間関係、環境に関わっていく生活がなされるように配慮した幼児教育を目指しています。 
２．	自己評価結果及び学校関係者評価	 	  

評価項目 自	 	 己	 	 評	 	 価 学校関係者評価委員会 

よい 普通 不十分 状	 	 況 園としての改善策 評価点 意見 

	

①保育の計画

性	

教育理念の理解	 31%	 62%	 	7%	 互いの保育を参観する機会が少ない。	

保育内容の検討や相談は同じ学年の教師で行ってい

るが、行ったのちの反省などが不十分と感ずる。	

園の教育理念の理解が教員全体として不十分である。	

模擬保育などを実施をし

て、保育を検討していく。	

教師の個々の意見を大切

にする検討の場の設定。	

	

よい	

自然や伝統行事等、子供もが楽しめる活動。	

子供が明確な目標を持ち、取り組むことができ

る。	

ブログ等で園の教育方針が伝わってくる。	

指導計画	 69%	 31%	 	0%	

環境の構成	 60%	 40%	 	0%	

評価・反省	 27%	 65%	 	8%	

②保育のあり

方、幼児への対

応	

健康と安全への配慮	 77%	 23%	 	0%	 意識がクラスや担当学年に集中してしまいがちであ

る。多方面の子どもの活動や事故などに気付くように

努めている。	

終礼等の場で互いの情報

を共有して、担当以外にも

対応できるようにする。	

	

よい	

園全体で全園児の保育をしており、よく見てい

ただいている反面、子供本人から先生へ（嫌な

ことがあった時など）話しにくいこともある。	

子どもの理解	 49%	 49%	 	2%	

指導者のあり方	 63%	 35%	 	2%	

③教師として資

質、能力、適正等	

保育者としての良識	 76%	 24%	 	0%	 教員としての自覚を持って行動するように務めてい

るが、教員としての意識、行動に個人差がある。	

経験歴に関わらず情報

を共有するようにする	

よい	

	

教育理念に感銘を受ける。	

教師によって対応が違い、戸惑うこともある。	組織の一員でのあり方	 64%	 35%	 	1%	

④保護者への対応	 77%	 23%	 	0%	 教員によって接し方に個人差がある。その差を埋める

必要を感ずる。	

節度を持って接するよう

に努める	

よい	 メールでお知らせしたり、HP で記録が見られ

る。細やかな気配りがある。	

⑤地域の自然や社会との関わり	 8%	 69%	 23%	 地域との接点が少ない。	 地域と接点を考える。	 ふつう	 もう少し地域との接点があってもよい。	

⑥研修と研究	 14%	 69%	 17%	 研修機会が少ない。	 園内研修機会を増やす。	 ふつう	 よい物を取り入れると意識が高まる。	

３．	学校関係者評価委員会からの総合的な意見	 	  
	 他の園では体験できない保育内容や保育方法で、子供にとって豊かな環境で保育ができて、子供の心が成長する喜びを一緒に感じることができる。 

	 発達の違いは仕方ないかもしれないが、一人にとても手がかかってしまい、クラスによって目の行き届き方に差が出てしまう場合早く対応すべき。 

４．今後に向けての園の取り組むべき課題 
	 	  	 園内研修（活動内容について、幼児や家庭について、等）、安全管理の研修、技能の習得 


